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７月豪雨災害
マゼノミステリーロードの崩落現場
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令
和
２
年
７
月
豪
雨

　

７
月
３
日（
金
）未
明
か
ら
の
豪
雨
は
、
熊
本
県
南
部
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
や
む
こ
と
な
く
降
り

続
き
、
全
国
各
地
に
そ
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
本
町
で
も
大
字

満
願
寺
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
床
上
・
床
下

浸
水
、
建
屋
へ
の
土
砂
流
入
、
集
落
の
孤
立
、
そ
の
他
多
く
の

土
砂
崩
れ
に
よ
る
被
害
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
隣
の
小
国
町

で
も
、
杖
立
地
区
で
の
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行
止
を
は
じ
め
、

町
内
で
複
数
の
通
行
止
が
発
生
す
る
な
ど
そ
の
被
害
の
大
き
さ

が
伺
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た

雨
量
で
、
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
降
り
続
き
ま
し
た
。
本

町
で
は
ピ
ー
ク
時
に
１
時
間
雨
量
が
82
㎜
、
24
時
間
雨
量
が

３
４
４
㎜
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し

て
検
温
・
消
毒
等
に
加
え
、
避
難
者
同
士
が
密
に
な
ら
な
い
よ

う
に
対
応
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

７
月
12
日
に
は
国
会
議
員
３
名
（
衆
議
院
議
員 

坂
本
哲
志

氏
、
参
議
院
議
員 

松
村
祥
史
氏
・
馬
場
成
志
氏
）
が
現
地
視

察
に
訪
れ
、
髙
橋
町
長
か
ら
災
害
対
応
に
関
す
る
要
望
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
13
日
に
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
る
土
嚢
作
り
が
行
わ
れ
、そ
の
後
も
様
々
な
方
が
ボ
ラ
ン
ティ

ア
活
動
に
参
加
し
、
災
害
後
の
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
に
伴
い
、
多
数
の
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。
寄
附

頂
い
た
方
に
つ
い
て
は
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
寄
附
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【写真①】満願寺川の流木等状況（志津地内）
【写真③】星和矢ヶ部線道路崩落

①②

③④

【写真②】小田川の流木等状況（白川地内）
【写真④】波居原公民館の土砂流入
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⑤⑦

⑥⑧

【写真⑤】災害ボランティアの方々による土嚢作り
【写真⑥】放水作業による土砂洗い出し（志津地内）

【写真⑦】国会議員による現地視察（マゼノミステリーロード）
【写真⑧】災害対応の要望書提出

避
難
行
動
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
確
認
を
！
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今
回
の
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
町
民

の
皆
様
に
対
し
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
６
日
か
ら
７
月
14
日
ま
で
の
９
日
間
で
、
南
小

国
で
は
８
８
０
ミ
リ
程
度
の
雨
が
降
っ
て
お
り
ま
す
。

南
小
国
町
の
年
間
平
均
降
水
量
が
２
４
０
０
ミ
リ
、
７

月
の
平
均
降
水
量
が
４
９
０
ミ
リ
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
て
も
、
こ
の
９
日
間
で
相
当
な
雨
が
降
っ
た
こ
と
が

お
わ
か
り
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
29
日
時
点
の
被
害
状
況
と
し
て
は
、
住
家
被
害

（
床
上
浸
水
・
床
下
浸
水
・
土
砂
流
入
な
ど
）
が
39
件
、

非
住
家
（
倉
庫
や
事
業
所
な
ど
）
で
は
61
件
報
告
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
農
業
土
木
被
害
で
は
、
農
地
が
１
２
０

か
所
、
農
業
用
施
設
76
か
所
。
公
共
土
木
で
は
、
道
路

で
97
か
所
、
河
川
で
70
か
所
。
他
に
も
林
道
や
山
腹
崩

壊
な
ど
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

役
場
職
員
一
丸
と
な
り
現
地
調
査
や
書
類
作
成
等
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
災
害
に
よ
る
被
災
箇

所
が
多
い
た
め
に
至
ら
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
や
県
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

着
実
な
復
旧
に
努
め
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
ま
た
、
町
単

独
で
お
こ
な
う
復
旧
事
業
も
、
時
限
的
措
置
と
し
て
補

助
要
件
や
補
助
率
を
見
直
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
幅
広

く
救
済
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
今
回
の
豪
雨
災
害
や
日
照
不
足
・
長
雨
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
し
た
収
入
の
減

少
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
関
係
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
対
応
策
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
豪
雨
災
害
に
際
し

て
、
何
よ
り
も
の
救
い
だ
っ
た
こ
と
は
人
的
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
町
民
の
皆
様
が
、
早
め
の

避
難
を
心
が
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
ま
た
、
河
川
や

崖
地
か
ら
離
れ
た
場
所
お
よ
び
建
物
の
二
階
以
上
で
過

ご
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
台

風
の
季
節
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
気
の
抜
け
な
い
状

況
が
続
き
ま
す
。
役
場
と
し
て
も
、
消
防
や
警
察
、
社

協
な
ど
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
町
民
皆
様

の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
参
り
ま
す
。町
民
の
皆
様
も
、

日
ご
ろ
か
ら
の
物
心
両
面
で
の
備
え
を
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

７月豪雨災害に際して
南小国町長　髙橋　周二
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6月30日（火） 6月29日（月）防犯功労者表彰 ミセス・インターナショ
ナル日本大会出場

受賞された太田さん 大会に出場された脇園さん（写真右）

　太田安一さん（黒川）は、平成 16 年の黒川校
区防犯パトロール隊結成当初から、隊員として児
童の登校時の見守り活動や定期的なパトロール活
動等、地域の安全確保に尽力してこられました。
このような功績が認められ、今回、熊本県防犯協
会連合会から防犯功労者表彰の受賞となりまし
た。お話を伺うと、「家族や地域の皆さんのおか
げです」と感謝の念を語っていました。これから
もより一層のご活躍を期待しています。

　ミセス・インターナショナル日本が６月 29 日
に東京で行われ、脇園茂子さん（白川）がノーブ
ル部門で出場し、フォーエバーヤング賞を受賞さ
れました。脇園さんは 1 月に行われた九州・沖
縄ブロック予選に出場し、本大会への出場権を獲
得しました。また、大会最高齢となる７２歳での
出場で「限界を決めないで、挑戦していきたい」
という思いで今
大会への出場を
決めたそうです。
大会のスピーチ
では、農家民泊
での子供たちへ
の食の大切さを
伝える活動など
を PR さ れ た と
の事でした。受
賞、おめでとう
ございます。

郭
公
を
聞
き
つ
ゝ
野
風
の
騎
馬
二
人　
　

穴
井
梨
影
女

欝う
つ

空
に
未
央
柳
の
華
や
げ
る　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

夏
の
宮
禰
宜
の
袴
の
ブ
ル
ー
か
な　
　
　

河
津　

昭
子

す
る
事
も
な
く
青
梅
雨
に
閉
じ
龍
る　
　

河
津
せ
い
子

沙
羅
の
花
偶
の
一
日
空
家
守
り　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

林
道
に
躍
り
出
た
る
は
夏
の
鹿　
　
　
　

笹
原　

景
林

川
鳴
り
が
気
に
な
る
夜
半
の
雨
し
と
ど　

佐
藤
テ
ル
子

日
食
の
時
待
つ
子
達
や
夏
至
の
夕　
　
　

佐
渡　

節
子

競
り
合
つ
て
真
白
ふ
つ
く
ら
半
夏
生　
　

下
城　

た
ず

三
才
と
双
子
の
男
の
子
夏
帽
子　
　
　
　

杉
野　

正
依

軽
ト
ラ
の
動
か
ぬ
日
々
や
予
後
の
夏　
　

本
田　

髙
幹

水
蜜
桃
二
つ
だ
け
生
る
袋
掛　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

梅
雨
籠
り
け
ん
玉
の
感
戻
り
来
し　
　
　

安
武
く
に
子

5
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今後注意すべき点 栽培管理の留意点

水稲 ■植物体の冠水により、稲の腐敗のほか、白
葉枯病、スクミリンゴガイ等の病虫害が発生し
やすくなります

■清水と入れ替え、その後一端落水して根に酸素を
供給し、発根を促します
■農薬散布は、薬害を防ぐため生育が回復してから
行います
■分げつ期以降のほ場では、分げつを促進するため、
浅水で管理します

野菜 キュウリ

■植物体の冠水により、根傷みで草勢が低下
することで、生理障害やくず果が発生しやすくな
ります
■べと病、灰色かび病等
の病害が発生しやすくな
ります

■ほ場内の排水と根圏土壌の適切な管理（畝を
乾かす、追肥等）を行います
■草勢回復のため、葉面散布剤や早めの収穫に努
めます
■くず果を速やかに摘果します
■べと病、灰色かび病等の防除のため、農薬を散布
します

ナス

■植物体の冠水により、根傷みで草勢が低下
しやすくなります
■軟腐病、褐色腐敗病、灰色かび病等など
病害が発生しやすくなります

■ほ場内の排水と根圏土壌の適切な管理（畝を
乾かす、追肥等）を行います
■草勢回復のため、葉面散布剤や早めの収穫に努
めます
■軟腐病、褐色腐敗病、灰色かび病等の防除のた
め、農薬を散布します

イチゴ苗

■育苗中の苗が冠水すると、炭疽病等の病
害が発生（株の枯死）しやすくなります
■育苗管理の遅れにより、
定植苗数が不足する恐れ
があります

■炭疽病等に対する定期的な農薬散布を行います
■土跳ねしないようにかん水管理を工夫します
■草勢回復のため、葉面散布剤を散布します
■苗が不足する場合は、可能な範囲で採苗期間を
延長します

７月４日からの県内での豪雨は、農作物にも大きな影響を及ぼしています。
この状況のなかで、現在栽培されている農作物の生産量や品質をできる限り確

保していくために必要な栽培管理の留意点を取りまとめましたので、参考にして
ください。

豪雨後の農作物管理緊急情報

【農薬の使用について】
農薬を使用する際は、必ずラベルなどで登録の内容を確認し、使用する品目に適用がある農薬を使うとともに、収
穫前使用日数や使用回数、希釈倍数等の使用基準を遵守しましょう。
また、ミツバチや魚介類など周辺動植物及び環境へ影響がないよう、飛散防止及び河川への流入防止に御留意
ください。

べと病

炭疽病

R2.7.17

農 林 課 か ら の お 知 ら せ
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今後注意すべき点 栽培管理の留意点

果樹 カンキツ

■園地の滞水や土砂の堆積により根傷みが
発生し、樹勢が低下しやすくなります
■表土が流亡し根が露出すると樹勢が低下し
やすくなります
■黒点病、かいよう病、褐色
腐敗病、カメムシ類などの病
害虫が発生しやすくなります
■摘果が遅れると小玉が多く
なります

■明渠等による表面水を排出し、土砂（特に粘土
質の土）を排除します
■客土やシート・敷きワラ等のマルチにより根の乾燥
を防ぎます。また、根傷みした樹は葉面散布により樹
勢回復を図ります
■農薬散布や黒点病の伝染源である枯れ枝、罹病
葉、果実を除去します
■早めに摘果を行い適正な着果量にします

ナシ

■園地の滞水や土砂の堆積により、根傷みが
発生し樹勢が低下しやすくなります
■黒星病、輪紋病、シンクイムシ類、カメムシ
類などの病害虫が発生しやすく
なります
■裂果〔幸水、秋麗〕が発生
しやすくなります

■明渠等による表面水を排出し、土砂（特に粘土
質の土）を排除します
■農薬散布や罹病枝・葉・果実の除去を行います
■他の果実の裂果抑制のため、裂果した果実を樹
上に残します（腐敗果、病害果は除去します）

カキ

■園地の滞水や土砂の堆積により、根傷みが
発生し樹勢が低下しやすくなります
■炭疽病、落葉病、カメムシ
類などの病害虫が発生しやすく
なります
■汚損果が発生しやすくなり
ます

■明渠等による表面水を排出し、土砂（特に粘土
質の土）を排除します
■農薬散布や罹病枝、葉、果実
の除去を行います
■仕上げ摘果後、袋掛けを行い
ます

花き キク

■茎葉に泥が付着すると白さび病、褐斑病な
どの病害が発生しやすくなります
■冠水による根傷みや日照
不足による軟弱徒長が発生
しやすくなります

■茎葉に付着した泥をできるだけ洗浄し、下葉を除
去して風通しを改善します
■殺菌剤を散布し、病害を予防します
■中耕、追肥、葉面散布等を行い、草勢の回復に
努めます
■採穂は、２～３日以上好天が続いた後に行いま
す

畜産 飼料用トウモロコシ

■湿害に弱いため、病害の発生や生育不良
等が生じやすくなります

■できるだけ表面排水を行い、追肥等を行います
■生育が進み利用可能なものについては早めに刈り
取り、サイレージ化します

お問い合わせ先：熊本県農林水産部生産経営局農業技術課
（農業革新支援センター）
TEL：096-333-2428（直通）

※詳しくは、
ホームページを
ご覧ください。

白さび病

炭疽病

黒星病

黒点病

袋掛け
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子
ど
も
の
三
大
夏
風
邪
に
注
意
を
！

　

夏
風
邪
と
は
、
文
字
ど
お
り
夏
に
ひ

く
風
邪
の
こ
と
で
す
。
主
な
原
因
は
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
も
の
で
す
。
夏

風
邪
は
高
温
多
湿
の
環
境
を
好
み
、
夏

に
活
性
化
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
発

症
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
三
大
夏
風
邪
と
呼
ば
れ

る
「
手
足
口
病
」「
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
」

「
プ
ー
ル
熱
」
は
６
～
８
月
に
か
け
て

毎
年
流
行
し
て
い
ま
す
。

■
手
足
口
病

・
特
徴

　

４
歳
く
ら
い
ま
で
の
乳
幼
児
を
中
心

に
流
行
し
ま
す
。
ま
た
、
年
に
よ
っ
て

流
行
す
る
型
が
変
わ
っ
た
り
、
複
数
の

型
が
同
時
期
に
流
行
し
た
り
す
る
場
合

も
あ
る
た
め
、
ひ
と
夏
に
２
回
発
症
す

る
子
も
い
ま
す
。

・
症
状

　

38
度
程
度
の
熱
が
数
日
続
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
足
や
口
の
中
、
お
尻
な

ど
に
水
ぶ
く
れ
の
よ
う
な
発
疹
が
現

れ
、
痛
み
が
出
ま
す
。

■
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

・
特
徴

　

５
歳
以
下
の
こ
ど
も
が
感
染
す
る
こ

と
が
、最
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
熱
の
症
状
に
加
え
、食
べ
ら
れ
な
い
、

飲
め
な
い
、
不
機
嫌
に
な
る
と
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
発
症
に
気
づ
く
こ
と
が
多

い
感
染
症
で
す
。

・
症
状

　

突
然
の
高
熱
に
続
い
て
、
喉
や
口
の

中
に
水
ぶ
く
れ
の
よ
う
な
発
疹
が
で

き
、
数
日
経
つ
と
水
ぶ
く
れ
が
つ
ぶ
れ

て
潰
瘍
に
な
り
、
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

■
プ
ー
ル
熱

・
特
徴

　

か
つ
て
プ
ー
ル
の
水
を
介
し
て
感
染

が
流
行
し
た
こ
と
か
ら
「
プ
ー
ル
熱
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

水
質
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
た
め
、

プ
ー
ル
水
を
介
し
た
感
染
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
ま
せ
ん
。
プ
ー
ル
以
外
の
場
所

で
も
感
染
し
、
正
式
名
称
は
「
咽
頭
結

膜
熱
」
と
い
い
ま
す
。

　

幼
児
期
か
ら
学
童
期
の
子
ど
も
に
多

く
発
症
し
ま
す
。
学
校
保
健
安
全
法
で

指
定
さ
れ
た
学
校
感
染
症
２
種
に
属

し
、
発
症
す
る
と
保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
へ
の
登
園
・
登
校
は
停
止
と
な
り

ま
す
。

・
症
状

　

目
の
充
血
や
目
や
に
、
涙
目
、
ま
ぶ

し
い
な
ど
の
結
膜
炎
症
状
が
現
れ
ま

す
。
ま
た
、
39
度
～
40
度
の
高
熱
が
４

～
５
日
続
き
、
頭
痛
や
喉
の
痛
み
、
腹

痛
や
下
痢
を
起
こ
し
ま
す
。

■
予
防
方
法

・
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
感
染
症
予
防
の
基
本
で
す
。

外
出
後
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
、

お
む
つ
替
え
の
後
、
鼻
水
を
か
ん
だ

後
な
ど
に
は
、
必
ず
手
を
洗
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
と
屋
外
の
温
度
差
が
大
き
い
と

体
力
を
消
耗
し
や
す
く
、
う
ま
く
体

温
調
整
が
で
き
な
く
な
り
、
体
調
を

崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
室
温
と
外

気
温
の
差
を
な
る
べ
く
小
さ
く
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・
お
も
ち
ゃ
の
共
有
や
貸
し
借
り
に
よ

る
接
触
感
染
や
経
口
感
染
の
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
周
囲
で
感
染
症
が
流

行
し
て
い
る
時
は
、
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
家
族
へ
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
、
タ
オ
ル
や
コ
ッ
プ
な
ど
の

食
器
は
共
有
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
夏
風
邪
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

発
熱
や
発
疹
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た

ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

通
園
・
通
学
を
し
て
い
る
お
子
さ
ん
で

あ
れ
ば
早
め
に
受
診
し
て
診
断
を
受
け

る
こ
と
で
、
園
や
学
校
に
も
注
意
喚
起

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
染
の
拡
が
り

を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

11
月
の
住
民
健
康
診
査
の
ご
案
内

　

住
民
健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
健
康
状
態
に
つ

い
て
正
確
な
知
識
を
持
ち
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
健
診
を
活
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

今
年
度
も
追
加
分
の
健
診
を
、
11
月

に
実
施
し
ま
す
。
今
月
の
町
広
報
誌
と
一

緒
に
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
個
所
に
記
入
の

う
え
、
９
月
18
日（
金
）ま
で
に
町
民
課

保
健
衛
生
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
住
民
健
診
を
受
診
で
き
な

か
っ
た
方
や
近
年
健

診
を
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
受
診
く
だ

さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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豪
雨
の
影
響
に
よ
る
町
税
の
減
免
に

つ
い
て

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
は
被
害
の
状
況
に
応
じ
た
町
税
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
対
象
税
目

・
固
定
資
産
税

・
町
県
民
税

・
国
民
健
康
保
険
税

　

そ
れ
ぞ
れ
町
税
の
減
免
を
受
け
る
場
合

に
は
、
減
免
申
請
書
及
び
被
害
状
況
の
分

か
る
資
料（
罹
災
証
明
書
等
）を
準
備
し
て

い
た
だ
き
、
令
和
２
年
８
月
31
日（
月
）

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

減
免
を
行
う
際
に
は
、
対
象
と
な
る
物
件

の
被
害
状
況
の
現
地
確
認
や
被
害
の
大
ま

か
な
状
況
の
聞
き
取
り
、
添
付
し
て
い
た

だ
く
書
類
等
の
説
明
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
税
務
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

税
務
署
へ
の
面
接
相
談
は
事
前
予
約

を
お
願
い
し
ま
す

　

阿
蘇
税
務
署
で
の
面
接
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
事
前
に
相
談
予
約
が
必

要
で
す
。
事
前
予
約
の
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
阿
蘇
税
務
署
に
電
話（
２
２
‐
０
５
５
１
）

②
音
声
案
内
に
従
い
➋
を
選
択

③
住
所
・
氏
名
・
相
談
内
容
等
を
伝
え
る

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

８月から９月の面接相談日（予約制）

相
談
内
容

所得税、贈与税
相続税、譲渡所得
個人事業者の消費税

法人税、消費税
印紙税等の諸税
源泉所得税

相
談
日

8月20日（木）
9月10日（木）、24日（木）

8月27日（木）
9月24日（木）

　

椎
葉
村
は
宮
崎
県
最
北
西
部
、
九
州
山
地
の
ち
ょ
う
ど
中
央
に
位

置
し
、
96
％
を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
地
域
資
源
に
は
、
26
地
区
で
伝
承
さ
れ
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
椎
葉
神
楽
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
資

源
の
一
つ
で
も
あ
り
、
森
林
と
農
地
を
循
環
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
永
続
的
に
自
然
を

利
用
す
る
日
本
に
昔
か
ら
伝
わ
る
農
法
「
焼
畑
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
を
控
え
る
椎
葉
村
交
流
拠
点
施
設
Ｋ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ

（
か
て
り
え
）
で
は
、
九
州
初
の
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
図
書
館
や
村
内

外
の
企
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
が
働
く
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
や
Ｕ
Ｖ
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
最
新
の
機
器
が
そ
ろ
っ
た
も
の
づ
く
り
Ｌ
ａ
ｂ
が
あ

り
ま
す
。
他
に
も
、
木
の
遊
具
や
絵
本
が
あ
り
親
子
で
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

や
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
「
平
家
ま
つ
り
」
や
「
ひ
え
つ
き
節
日

本
一
大
会
」
な
ど
多
く
の
村
内
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
終
息
し
た
際

に
は
、
新
し
い
交
流
拠
点
施
設
を
含
め
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
こ
と
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
⑮宮崎県　椎葉村

椎葉村交流拠点施設Ｋａｔｅｒｉｅ

椎葉村交流拠点施設Ｋａｔｅｒｉｅ

9
広報きよら 2020.8



�
� 未 来 づ く り 通 信�

未来づくり事業とは？（株）602南小国は、南小国町から業務を受託し、南小国の�
「上質な里山」を維持・継承するために「未来づくり事業」に取り組んでいます。�
南小国の未来をつくる数々の挑戦を育む場として、���� 年５月に未来づくり拠点02* を
開設し、町内外の挑戦を後押ししています。,QVWDJUDP�#PLUDLPRJ� で情報発信中！�

起業塾� � 町内での起業等を目指す町外の方向けに町民とともに事業を磨くプログラム�
戦略会議� � 町内での起業に挑戦したい町民向けに計画や仲間づくりを支援するプログラム�

（株）602南小国�未来づくり拠点02*（南小国町赤馬場 ������）☎��������������

YRO�９�

感染症対策への取り組み� ―02*を安心してご利用いただくために�

未来づくり拠点02*は �月に飲食店やワークショップを開きたい方が期間限定で出展する
「チャレンジウィーク」を実施しました。�月は３日～�日、�月は �日～�� 日に開催を�
予定しています。イベント開催においては、下記のような新型コロナウイルス感染症対策に�
徹底して取り組み、南小国の皆さまに安心してご利用いただける空間の提供に努めています。�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

入館者記録の管理�
お越しになるすべての方に入館記録用紙のご記入
をお願いするとともに、来場者の滞在時間を記録
しています。入館記録用紙は約 �ヶ月間保管し、
必要な場合には、保健所等の公的利用機関に限り
情報を提供する目的で使用します。�

検温実施とマスク配布�
用紙記入後は入口付近で受付担当者による
非接触型体温測定を実施し、����℃以上の場
合は入館をご遠慮いただいております。また
場内全員のマスク着用と、お持ちでない方に
清潔な使い捨てマスクを配布しています。�

手指消毒用アルコール設置�
検温とマスク着用の確認後、手指のアルコール消
毒にご協力をお願いしております。またイベント
の合間にいつでも使用できるよう館内の各所に消
毒用アルコールを設置し、定期的な換気行いなが
ら密閉環境を避ける対策を徹底しています。�
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例
年
６
月
下
旬
に
南
小
国
町

人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
本
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
会
員
の
皆
様

に
紙
面
に
よ
る
決
議
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中

で
の
教
育
委
員
会
へ
の
返
信
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
会
の
会
長
は
、
髙
橋
町
長

で
目
的
は
、
次
の
通
り
で
す
。

「
本
会
は
、
日
本
国
憲
法
・
教

育
基
本
法
及
び
人
権
教
育
及
び

人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
の
っ
と
り
、
自
由
と
平
等

の
思
想
を
啓
発
し
、
人
権
尊
重

の
緊
要
性
の
認
識
を
高
め
、
人

権
の
擁
護
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。」

　

今
の
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
み

ら
れ
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
啓
発

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
第
49
回
県
人
権
教
育
研
究
大

会
（
八
代
地
域
）

10
月
３
・
４
日

○
菊
池
恵
楓
園
視
察
研
修

12
月
１
日（
火
）

○
第
十
七
回
き
よ
ら
人
権
デ
ー

12
月
６
日（
日
）

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
力
を

　

こ
れ
か
ら
情
報
化
社
会
に
生

き
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分

の
思
い
を
伝
え
る
力
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
き
よ
ら
塾
で
も
自
ら
手
を

あ
げ
発
表
し
た
り
自
分
の
思
い

を
文
章
に
す
る
活
動
を
毎
回
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
き
よ
ら
塾
に
入
っ
た

市
原
小
３
年
の
秋
好
の
ぞ
み
さ

ん
が
、
入
っ
た
理
由
を
素
直
に

書
き
、
熊
日
読
者
ひ
ろ
ば
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。紹
介
し
ま
す
。

「
き
よ
ら
じ
ゅ
く
が
ん
ば
り
た
い
」

市
原
小
３
年　

秋
好
の
ぞ
み

　

６
月
か
ら
い
き
は
じ
め
た
き

よ
ら
じ
ゅ
く（
町
の
無
料
塾
）は
、

つ
い
て
い
く
の
が
た
い
へ
ん
で

す
。
え
い
か
い
わ
や
こ
と
わ
ざ

や
と
ど
う
ふ
け
ん
を
こ
た
え
る

も
ん
だ
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

え
い
か
い
わ
だ
っ
た
ら
、
え

い
ご
で
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
こ
と
わ
ざ
で
は
、

何
回
も
４
年
生
の
そ
う
た
く
ん

が
こ
た
え
る
の
で
、
ま
け
な
い
ぐ

ら
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
ま

た
、ま
え
か
ら
入
っ
て
い
る
人
は
、

だ
い
た
い
と
ど
う
ふ
け
ん
名
を

お
ぼ
え
て
い
る
の
で
み
ん
な
の

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

な
ぜ
き
よ
ら
じ
ゅ
く
に
入
っ

た
か
と
い
う
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
き
よ
ら
ニ
ュ
ー
ス
で
、

じ
ゅ
く
の
べ
ん
き
ょ
う
の
よ
う

す
を
見
た
か
ら
で
す
。
み
ん
な

し
ゅ
う
ち
ゅ
う
し
て
べ
ん
き
ょ

う
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
っ
て
み
て
「
い
が
い
と
た

の
し
い
じ
ゃ
ん
」
と
お
も
い
ま

し
た
。
え
い
か
い
わ
の
し
つ
も

ん
に
こ
た
え
た
ら
ス
ッ
キ
リ
し

ま
し
た
。
む
ず
か
し
い
も
ん
だ

い
は
、
く
ら
お
か
先
生
が
て
い

ね
い
に
お
し
え
て
く
れ
ま
す
。

入
っ
て
せ
い
か
い
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
三
つ
の

感
染
症

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
怖
い
の

は
、
三
つ
の
感
染
症
と
い
う
顔

が
あ
る
こ
と
で
す
。
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
私
た
ち
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

第
1
の
感
染
症
「
病
気
」
を

防
ぐ
た
め
に

○
手
洗
い　

○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

○
人
混
み
を
避
け
る

　

第
二
の
感
染
症
「
不
安
」
に

ふ
り
ま
わ
さ
れ
な
い
た
め
に

○
気
づ
く
力　

○
聴
く
力

○
自
分
を
高
め
る
力

を
強
め
ま
し
ょ
う
。

　

第
三
の
感
染
症
「
差
別
」
を

防
ぐ
た
め
に

不
安
を
あ
お
る
こ
と
は
、
病
気

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
強
め

ま
す
。

○
確
か
な
情
報
を
ひ
ろ
め
ま

し
ょ
う
。

○
差
別
的
な
言
動
に
同
調
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
戦
い
は
、
長
期
戦
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
行

い
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て

三
つ
の
感
染
症
を
断
ち
切
り
ま

し
ょ
う
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

196

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
差
別
の
な
い
明
る
い
町
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

新塾生、洋太さん陽由さん
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花
火
遊
び
は
注
意
し
て

行
い
ま
し
ょ
う
！　

　

お
盆
な
ど
に
親
族
が
帰
省
し
、
子
供
た

ち
と
花
火
を
す
る
機
会　

が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
楽
し
く
行
う
た
め
に
も
次
の
点

に
注
意
し
て
、
安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

１　

燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
は
行
わ

な
い
。

２　

子
供
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
。

３　

花
火
を
す
る
前
に
バ
ケ
ツ
に
水
を
用

意
し
て
行
う
。

台
風
接
近
に
は注

意
し
て
く
だ
さ
い　

　

７
月
に
水
害
が
起
き
、
多
大
な
被
害
を

受
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
８
月
に
入
っ
て

く
る
と
台
風
が
来
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

万
が
一
の
事
態
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

家
の
外
で
の
備
え

・
家
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
鍵
を
か
け
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

・
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
水
は
け
を

よ
く
し
て
お
く
。

・
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
飛
ば
な

い
よ
う
に
固
定
し
た
り
、
家
の
中
へ
格

納
す
る
。

家
の
中
で
の
備
え

・
非
常
用
品
の
確
認（
懐
中
電
灯
、
衣
類
、

非
常
用
食
品
、
貴
重
品
等
）

・
飛
来
物
の
飛
込
に
備
え
、飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
な
ど
を
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
っ
た
り
、

カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
は
閉
め
る
。

・
断
水
に
備
え
飲
料
水
を
確
保
す
る
ほ

か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て
、
生

活
用
水
を
確
保
す
る
。

　

最
後
に
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

★
サ
イ
バ
ー
犯
罪
被
害
防
止
★

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
伴
い
、
少

年
が
犯
罪
の
加
害
者
や
被
害
者
と
な
っ
た

り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
お
り
、
内
容
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
盗
難

　

不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
が
盗
ま
れ
る
と
、
自
分
に
な
り

す
ま
し
た
第
三
者
に
勝
手
な
書
き
込
み
を

さ
れ
た
り
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を
不

正
に
利
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ィ
ル
ス
感
染

　

送
り
主
が
不
明
な
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ

イ
ル
や
不
正
ア
プ
リ
等
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ル

ス
に
感
染
し
て
し
ま
う
と
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
の
機
能
が
奪
わ
れ
た
り
、
個
人
情

報
が
盗
ま
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

偽
の
警
告

　

閲
覧
中
の
画
面
に
、
嘘
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
、
Ｏ
Ｓ
な
ど
か
ら
の
警
告
だ
と
思
い

込
ま
せ
、
偽
の
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
へ
誘
導

さ
れ
情
報
を
奪
わ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
紛
失
、
盗
難

　

電
話
番
号
や
住
所
、
メ
ー
ル
に
写
真
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
個
人
情
報
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
三
者
に
デ
ー
タ
を
盗
ま
れ

た
り
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

☆
豪
雨
災
害
に
便
乗
し
た

詐
欺
に
注
意
！　

　

豪
雨
災
害
に
乗
じ
た
、

○
災
害
義
援
金
や
見
舞
金
名
目
の
詐
欺

○
復
興
資
金
名
目
の
融
資
保
証
金
詐
欺

　

な
ど
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

十
分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
※

◇「
お
金
」や「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」

の
話
が
で
た
ら
詐
欺
と
疑
う

◇
義
援
金
等
は
、
相
手
の
団
体
等
を

確
認
し
て
、
団
体
の
口
座
等
へ
の

振
り
込
み
等
で
行
う

◇
安
易
に
融
資
の
申
し
込
み
を
し
な

い

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

『
中
原
★
Ｆ
Ｕ
Ｎ 
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』

　

い
つ
の
間
に
か
蝉
の
声
が
聞
こ
え
始
め
季

節
は
す
っ
か
り
夏
で
す
ね
。
皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
さ
て
、
今
回
紹
介

す
る
の
は
、『
中
原
★
Ｆ
Ｕ
Ｎ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』

で
す
。
今
年
か
ら
新
し
く
指
導
者
に
な
ら
れ

た
鞭
馬
さ
ん
に
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
伺
い
ま
し

た
。「
日
頃
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
り
に
あ
る

タ
イ
ヤ
を
超
え
た
り
、
上
り
棒
・
う
ん
て
い
・

鉄
棒
な
ど
を
こ
な
し
な
が
ら
、
ジ
ャ
ン
プ
し

た
り
走
っ
た
り
…
低
～
高
学
年
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
に
あ
わ
せ
て
、
周
数
を
決
め
、
時
間
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
そ
の
日
で
変
わ

り
、
時
々
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
、
子
供
た

ち
が
楽
し
く
動
か
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
本
当
は
毎
日
出
来
た
ら
い
い
ん
で
す
け

ど
、
せ
め
て
こ
の
１
時
間
半
だ
け
で
も
し
っ

か
り
体
を
動
か
せ
た
ら
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
縄
跳
び
や
ゴ
ム
飛
び
な
ど
取
り
入
れ
な

が
ら
、
あ
そ
び
７
割
、
３
割
ま
じ
め
に
…

の
感
じ
で
、
基
本
は
楽
し
く
！
活
動
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
雨
天
時
は
、
体
育

館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
、

今
ま
で
部
活
動
で
や
っ
て
い
た
事
を
中
心
に

運
動
し
て
い
ま
す
。
月
に
一
回
程
度
、ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
佐
竹
さ
ん
を
招
い
て
運
動
の

基
礎
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
て
、
低
学
年
の

人
数
も
多
い
の
で
、
荒
武
さ
ん
に
も
手
伝
っ

て
頂
い
て
い
ま
す
。」こ
の
日
は
、は
じ
め
に
し
っ

か
り
準
備
運
動
を
し
た
後
、
運
動
場
を
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
な
が
ら
、
大
き
く
腕
振
り
、
足
上

げ
し
た
り
、
横
向
き
後
ろ
向
き
に
走
っ
た
り
、

体
を
存
分
に
動
か
し
て
、汗
を
か
き
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
現

在
、
18
名
の
子
供
た
ち
が
加
入
し
、
水
曜

日
15
時
30
分
～
17
時
ま
で
、
中
原
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨
天
時
・
同
校
体
育
館
）で
活

動
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
教
育
委
員
会
事
務
局
☎（
４
２
）

０
０
４
７
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

文
責
：
狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

☆
応
援
を
背
に
う
け
て
☆

　

六
月
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
町
議
会

議
員
の
方
々
四
人
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ

り
」
の
取
材
の

た
め
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
を
目
的

と
す
る
全
国
的

な
臨
時
休
校
の

措
置
等
を
ふ
ま

え
、
学
校
の
対

応
状
況
や
困
り

感
を
把
握
し
、
今
後
の
状
況
改
善
に
協
力

し
た
い
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
別
な
こ
と
と
し
て
は
、
通
学
路

の
危
険
箇
所
を
調
べ
た
際
に
、
生
徒
か
ら

数
カ
所
の
報
告
が
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
剥
が
れ
、
砂
利

が
浮
き
上
が
り
、
自
転
車
で
走
行
し
て
い

る
と
転
び
そ
う
に
な
る
と
い
う
地
点
や
、

歩
道
に
木
の
枝
が
張
り
出
し
、
車
道
に
出

な
い
と
通
れ
な
い
地
点
が
あ
る
こ
と
等
で

し
た
。
早
速
、
現
地
を
確
認
し
、
そ
の
日

の
う
ち
に
教
育
委
員
会
に
届
け
た
と
こ

ろ
、
即
座
に
担
当
部
署
に
連
絡
し
て
い
た

だ
き
、
数
日
の
内
に
改
修
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。報
告
を
し
て
く
れ
た
生
徒
ら
は
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
驚
く
と
共
に
、
自
分

た
ち
の
声
に
応
え
て
い
た
だ
け
た
と
い
う

こ
と
を
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
声
を
聴
い
て
く
れ
る
人
が
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
声
に
応
え
て
く
れ
る

人
が
い
る
。・
・
・
そ
う
い
う
経
験
は
、

生
徒
に
と
っ
て
、
本
校
職
員
に
と
っ
て
、

何
よ
り
も
心
強
い
支
援
で
す
。

　

様
々
な
支
え
の
中
で
育
ち
、
こ
の
町
の

方
々
の
温
か
さ
に
学
べ
る
本
校
生
徒
ら

は
、
き
っ
と
誰
か
を
支
え
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
る
人
と
し
て
育
ち
ゆ
く
こ
と
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

補修された道路
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小
国
支
援
学
校
で
通
常
日
課
に
て
学
校

が
再
会
し
て
、
１
か
月
半
以
上
経
過
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影

響
で
、
対
外
的
な
行
事
は
ま
だ
実
施
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
校
内
で
の
行
事
は
、
そ

の
こ
と
に
配
慮
し
て
、
徐
々
に
行
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
号
で
は
そ
れ
を
２
つ
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
泳
授
業
開
始

　

６
月
末
か
ら
、
各
学
部
で
水
泳
の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
号
で
紹
介
し
た

「
感
染
症
予
防
の
小
国
支
援
学
校
の
５
ケ

条
」
を
考
慮

し
て
、
更
衣

場
所
が
３
密

に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
、

プ
ー
ル
の
水

温
・
水
質
の

確
認
及
び
、

児
童
・
生
徒

の
健
康
観
察

を
徹
底
し
て

行
っ
て
い
ま

す
。
小
国
支
援
学
校
の
プ
ー
ル
は
水
温
が

や
や
低
め
な
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
児

童
・
生
徒
た
ち
は
今
年
初
め
て
の
水
泳
の

授
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

７
月
15
日
に
校
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行

い
ま
し
た
。
小
国
支
援
学
校
で
は
生
活
、

給
食
、
美
化
、
役
員
会
の
４
つ
の
委
員
会

が
あ
り
、
そ
の
委
員
会
ご
と
で
、
校
内
の

掃
除
場
所
を

分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
も
右
記

（
記
事
に
よ

り
方
向
は
修

正
し
て
く
だ

さ
い
）
の
５

ケ
条
を
念
頭

に
置
き
、
３

密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し

て
行
い
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
担
当
の
場
所
を
丁
寧
に
掃
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
長
期
休
校
を
受

け
、
夏
休
み
を
短
縮
し
て
授
業
時
間
を
確

保
す
る
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
に

限
り
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
限
定

で
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
県
教
育
委
員
会

に
よ
り
冷
房
機
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
夏
休
み
は
夏
季
課
外
や
３
年
生
の

進
路
指
導
等
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は

１
学
期
が
７
月
31
日
ま
で
と
な
り
、
８
月

24
日
か
ら
２
学
期
が
始
ま
る
た
め
、
暑
さ

へ
の
対
策
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
冷
房
機

器
は
６
教
室
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
換
気

や
体
調
管

理
に
気
を

つ
け
な
が

ら
、
快
適

な
環
境
の

中
で
集
中

し
て
学
習

に
取
り
組

む
事
が
で

き
る
と
思

い
ま
す
。

　

７
月
13
日（
月
）に
、
令
和
２
年
度
の
生

徒
会
役
員
改
選
演
説
及
び
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
か
ら
３
名
の
立
候
補
が
あ

り
、
演
説
で
は
小
国
高
校
の
良
さ
活
か

し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
、
生
徒
の

意
見
を
反
映

さ
せ
た
取
り

組
み
を
や
り

た
い
、
縦
の

繋
が
り
を
強

く
し
て
い
き

た
い
な
ど
、

し
っ
か
り
と

自
分
の
意
見

を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒

た
ち
か
ら
候
補
者
に
対
す
る
質
疑
応
答
が

多
く
出
て
、
一
人
ひ
と
り
が
学
校
生
活
を

よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
り
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。３
年
生
の
頑
張
り
を
引
き
継
い
で
、

新
生
徒
会
を
中
心
に
今
後
の
生
徒
会
活
動

に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

冷房機器

立ち合い演説会
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

小
国
公
立
病
院
・
老
健
施
設
で
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

小
国
公
立
病
院
／

お
ぐ
に
老
人
保
健
建
施
設

主
任
作
業
療
法
士　

穴
井
憲
一

　

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

医
療
・
介
護
に
お
け
る
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
度
が
年
々
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

小
国
公
立
病
院
組
織
で
も
小
国
郷
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
こ
こ
数
年
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
増
員
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に

は
、
理
学
療
法
士
５
名
、
作
業
療
法
士

２
名
、
リ
ハ
ビ
リ
助
手
１
名
、
合
計
８

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
、
病
院
と
老

健
の
特
徴
に
合
わ
せ
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
は
、病
気
や
ケ
ガ
な
ど
を
負
っ

た
直
後
の
方
に
早
い
時
期
か
ら
身
体
機

能
の
回
復
や
ご
自
宅
や
仕
事
へ
の
復
帰

に
向
け
て
一
般
病
棟
と
包
括
ケ
ア
病
棟

で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
院

で
は
、
そ
の
人
の
退
院
後
の
生
活
を
第

一
に
考
え
、
地
域
と
の
連
携
を
と
り
な

が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

老
健
で
は
、
ご
自
宅
で
の
生
活
が
難

し
い
入
所
者
様
に
向
け
て
の
リ
ハ
ビ
リ

や
、
ご
自
宅
で
生
活
を
送
り
な
が
ら
通

い
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
さ
ま
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
リ
ハ
ビ
リ
を
老
健
施
設
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

以
前
よ
り
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
は
、
多

く
の
方
か
ら
「
祝
日
も
利
用
し
た
い
」

「
利
用
の
回
数
を
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
」「
リ
ハ
ビ
リ
を
も
っ
と
受
け
た
い
」 

な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
ご
要
望
に
お
答
え
し
、
８
月
か
ら

祝
日
の
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
方
に
受
け

て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
に
合
わ
せ
、
ご
利
用
者
さ
ま
に
満

足
し
て
頂
け
る
よ
う
、
老
健
の
リ
ハ
ビ

リ
の
専
門
職
を
２
名
か
ら
３
名
に
増
員

し
ま
し
た
。

　

療
養
生
活
や
ご
家
族
の
介
護
を
す
る

上
で
、
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

お
考
え
の
方
、
ぜ
ひ
、
病
院
や
老
健
の

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

リハビリ訓練風景（階段昇降） リハビリ訓練風景 制作活動風景（裁縫）

職員紹介
下村　章仁
〇趣味・特技
　温泉巡り・食べ歩き

〇ひとこと
４月より検査科に勤務となりまし

た。検査センターでの勤務が長く、

至らない点も多々あるかと思われますが、早く一人前

になり小国郷での医療に貢献出来る様頑張っていきま

すので、よろしくお願い致します。

今村　武晴
〇趣味・特技
　ゲーム、Excel、メモ

〇ひとこと
２月から病院薬剤師として勤務して

おります。調剤薬局での勤務が長く、

病院薬局での経験は初めてな為、仕事の中で学ぶこと

も多いです。病院内の仕事の流れ、システムに早く慣

れて、小国の医療に貢献していきたいです。
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７
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

７
月
は
、
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
日
本
人
は
な
ぜ
存
在
す
る
か

②「
空
気
」
の
研
究 

③
こ
れ
で
も
い
い
の
だ

④
身
体
的
生
活　

医
師
が
教
え
る
身
体
感
覚
の
高
め
方

⑤
自
分
と
他
人
の
許
し
方
、
あ
る
い
は
愛
し
方     

⑥
シ
ン
・
ニ
ホ
ン

　

Ａ
Ｉ
×
デ
ー
タ
時
代
に
お
け
る
日
本
の
再
生
と
人
材
育
成

⑦
事
実
は
な
ぜ
人
の
意
見
を
変
え
ら
れ
な
い
の
か

⑧
夏
の
災
厄

⑨
精
神
科
医
が
み
た
老
い
の
不
安
・
抑
う
つ
と
成
熟

⑩「
人
生
百
年
」
と
い
う
不
幸

⑪
三
体　

１

⑫
つ
ば
め
の
ハ
テ
ィ
ハ
テ
ィ

⑬
居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り　

10
（
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
文
庫
）

⑭
鬼
人
幻
燈
抄
３　

江
戸
編 

残
雪
酔
夢

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４４７回市（７月２２日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 225（本売）
10～13㎝ 390（本売） 360（本売） 330（本売）
14～16㎝ 12,810 11,990 6,700
18～22㎝ 13,400 12,400 6,400
24～28㎝ 13,900 12,800 8,500
30㎝上 13,500 11,000 8,500

3ｍ

4～9㎝ 130（本売）
10～13㎝ 265（本売）
14～16㎝ 12,300 11,000 6,700
18～22㎝ 13,100 11,600 7,600
24～28㎝ 9,700 7,000
30㎝上 10,700

6ｍ
14～16㎝
18～22㎝
24㎝上 17,290

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 13,100 12,620 8,430
18～22㎝ 13,310 12,200 9,630
24～28㎝ 12,210 10,100
30～34㎝
36㎝上

3ｍ
14～16㎝ 10,600 6,110
18～22㎝ 9,000 6,110
24～28㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 837.161 8,475,236 10,123
桧 20.636 203,496 9,861
杉、桧 64.539 426,765 6,612

計 922.336 9,105,497 9,872
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現在お持ちの保険証（オレンジ色）の有効期限は、令和２年７月３１日までとなっています。 

新しい保険証（水色）は、７月中に簡易書留等で郵送しましたので、令和２年８月１日からは新しい保険証 

（水色）をお使いください。 

新しい保険証（水色）に記載してある一部負担金の割合は、令和２年度の市町村民税の課税所得をもとに判定

しています。 

なお、現在お持ちの保険証（オレンジ色）は、令和２年８月１日以降に、南小国町役場 町民課へお返しくだ

さい。 

 【一部負担金の割合】 

    

 

 

 

 

 

 

 

※新しい保険証の裏面に臓器提供の意思表示欄がありますので、臓器提供の意思表示をする際は、ボールペンで

記入してください。なお、個人情報保護のためのシールを担当窓口に用意しておりますので、詳しくは南小国

町役場 町民課へお問合せください。 

 

 
 

 

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、 

市町村民税の課税所得が１４５万円以上ある方

がいる世帯の被保険者 

 
上記条件に該当しない世帯の被保険者 

一部負担金の割合は 

（病院等での窓口負担） 

３ 割 

一部負担金の割合は 

（病院等での窓口負担） 

１ 割 

【お問い合わせ先】 

南小国町役場 町民課  ☎０９６７（４２）１１１３ 

後期高齢者医療の被保険者の方へ
「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ
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■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（オレンジ色）・「限度額適用認定証」（桃色）をお持ちの方 

令和２年７月３１日で有効期限が切れましたので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」（水色）また

は「限度額適用認定証」（桃色）を保険証と一緒に７月に郵送いたしました。８月１日からご使用ください。 

 

■新しく申請が必要な方 

所得区分が区分Ⅰ・Ⅱの方および現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（以下

「減額証」という）または「限度額適用認定証」（以下「限度証」という）をお持ちでない方は、外来および入院

で受診される際に利用できますので、市町村の担当窓口に申請してください。 

【申請に必要なもの】  

後期高齢者医療被保険者証、印かん 

 

■入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代 

負

担 

割

合 

所得区分 

 

外来＋入院 

（世帯単位） 

入院時の食事代 

（１食当たり） 

「減額証」 

「限度証」 

発行の有無 

外来 

（個人単位） 

 

現役並み所得者Ⅲ 

(住民税課税所得 

690 万円以上の方) 

252,600 円＋（総医療費-842,000 円）×1% 

＜多数回 140,100 円＞ 
 

発行なし 

申請不要 

３

割 

現役並み所得者Ⅱ 

(住民税課税所得 

380 万円以上の方) 

167,400 円＋（総医療費-558,000 円）×1%

＜多数回 93,000 円＞ 460 円 

指定難病患者の方などは

260 円の場合もあります 

発行あり 

申請が必要 

 

現役並み所得者Ⅰ 

(住民税課税所得 

145 万円以上の方) 

80,100 円＋（総医療費-267,000 円）×1%

＜多数回 44,400 円＞ 

発行あり 

申請が必要 

 一 般 
18,000 円 

(年間上限 14.4 万円) 

57,600 円 

 
発行なし 

申請不要 4 回目以降 44,400 円

（※1） 

１

割 

区分Ⅱ 

（※2）   
8,000 円 24,600 円 

過去12か月で 

90日までの入院 

210円 発行あり 

申請が必要 過去12か月で 

91日目からの入院 

160円（※4） 

区分Ⅰ 

(※3） 
8,000 円 15,000 円 100 円 

発行あり 

申請が必要 

   

◎ 入院時の食事代について、療養病床に入院する場合は金額が異なりますので、入院時に医療機関にお尋ねく 

ださい。 

（※1）過去 12 か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が 4回以上あった場合、4回目以降は＜＞内の金額と 

なります。 

（※2）区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）。 

（※3）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税かつ、世帯全員の所得が 0円の方。 

（年金の所得控除額を 80 万円として計算）。 

（※4）過去 12 か月以内の入院日数が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が 160 円になります。 

 

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」および 
「後期高齢者医療限度額適用認定証」の更新の手続き等のお知らせ 

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」および
「後期高齢者医療限度額適用認定証」の更新の手続き等のお知らせ
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

渇
水
及
び
豪
雨
に
関
す
る
補

助
金
に
つ
い
て

　

４
月
以
降
の
異
常
渇
水
及
び

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て

農
業
用
水
の
確
保
が
困
難
に
な

り
、
応
急
的
に
農
業
用
水
を
確

保
す
る
た
め
に
要
し
た
経
費
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
経
費

①
電
気
代
又
は
燃
料
代

②
資
機
材
等
の
購
入
費
又
は

リ
ー
ス
費

③
水
道
代
又
は
水
利
権
者
へ
の

利
用
料
等

④
工
事
費（
応
急
的
な
も
の
）

■
補
助
金
の
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
領
収
書
・
写
真
等
の

確
認
書
類

※
事
業
費
が
50
万
円
を
超
え
る

場
合
は
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
が
始

ま
り
ま
す
！

　

国
勢
調
査
は
、日
本
の
人
口
・

世
帯
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る

最
も
重
要
な
統

計
調
査
で
、
10

月
１
日
現
在
で

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
及
び
世
帯
を
対
象
と
し

て
５
年
に
１
回
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

調
査
開
始
は
９
月
中
旬
よ

り
、
調
査
員
が
書
類
等
を
配
布

し
ま
す
。

　

来
月
の
「
広
報
き
よ
ら
９
月

号
」
で
は
、
調
査
の
仕
方
や
調

査
方
法
等
を
掲
載
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
調

査
に
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

ま
ち
づ
く
り
課

☎（
４
２
）１
１
１
２

鍼
灸
施
術
券
を
交
付
し
て
い

ま
す

　

南
小
国
町
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
40
歳
以
上
の
人
に
、
鍼

灸
施
術
券
（
10
枚
綴
り
）
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
券
を
持

参
す
る
と
、
施
術
費
の
自
己
負

担
分
の
１
，
１
０
０
円
を
町
が

負
担
し
ま
す
。　

　

施
術
券
が
利
用
で
き
る
鍼
灸

院
は
、
小
国
郷
内
の
指
定
さ
れ

た
鍼
灸
師
に
限
り
ま
す
。ま
た
、

施
術
券
は
本
人
以
外
の
使
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

　

町
民
課
窓
口
に
あ
る「
は
り
・

き
ゅ
う
施
設
利
用
者
証
交
付
申

請
書
」
に
住
所
・
氏
名
等
を
記

入
し
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
有
効
期
限

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

農
林
畜
産
業
者
向
け

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ご
案
内

　

町
内
の
生
産
者
や
加
工
業
者

向
け
の
情
報
を
配
信
し
て
お
り

ま
す
。
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
追
加
ボ
タ
ン
を
押
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課　

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

案
内

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）
第
13
条
の
３
の
規

定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
第

２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次

の
日
程
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

【
試
験
日
及
び
願
書
受
付
期
間

等
】

■
試
験
種
類

・
甲
種　

・
乙
種（
１
～
６
類
）

・
丙
種

■
試
験
日

　

令
和
２
年
11
月
８
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

令
和
２
年
９
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

～
17
日（
木
）

・
電
子
申
請

　

令
和
２
年
９
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
14
日（
月
）

■
試
験
地

・
熊
本
市
、八
代
市
、天
草
市
、

玉
名
市

※
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
願
書
等
の
配
置
場
所
】

　

受
験
願
書
、試
験
案
内
等
は
、

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消

防
局
・
県
下
消
防
本
部
及
び
県

消
防
保
安
課
に
８
月
４
日（
火
）

以
降
配
置
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
番
４
号　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５
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○阿蘇広域行政事務組合職員採用試験　

職種 区　分 採用予定人数 職務内容 受験資格

一般事務 高等学校卒業程度 ４人程度
事務部局・議会事務局
に勤務し、一般事務に
従事します。

平成７年４月２日から平成 15
年４月１日までに生まれた人

消防 高等学校卒業程度 11人程度 消防部局に勤務し、消
防業務に従事します。

平成７年４月２日から平成 15
年４月１日までに生まれた人

看護師 資格免許職 １人程度
事務部局福祉施設に勤
務し、看護業務に従事
します。

昭和 55 年４月２日以降に生ま
れた人で、看護師又は准看護師
の免許を有する人

※上記試験の合格者は、11 月下旬頃に２次試験を実施します。
１．第１次試験日　10 月 18 日（日）
２．受付期間　　　８月 24 日（月）から９月 11 日（金）まで（土日祝日を除く）
　　　　　　　　　受付時間　午前８時 30 分～午後５時
３．お問い合わせ
　　阿蘇広域行政事務組合事務局総務課人事係      ☎ ０９６７（２４）５１１１

２和令

教えて！省エネ
省
エ
ネ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

３
Ｒ
に
つ
い
て

　

３
Ｒ
は
リ
デ
ュ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ｅ
）、
リ
ユ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ

ｓ
ｅ
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
Ｒ
ｅ
ｃ

ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）
の
３
つ
の
Ｒ
の
総
称

で
す
。

３
Ｒ
の
具
体
例

●
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
）

＊
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
無
駄
な

包
装
は
断
る
。

＊
詰
め
替
え
容
器
に
入
っ
た
製
品

や
簡
易
包
装
の
製
品
を
選
ぶ
。

＊
家
具
・
電
気
製
品
・
自
動
車

等
は
手
入
れ
や
修
理
を
し
な
が

ら
、
長
く
大
切
に
使
う
。

●
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）

＊
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
（
返
却
再
利
用

が
可
能
な
）
容
器
を
選
び
、
使

い
終
わ
っ
た
時
に
は
回
収
に
出

す
。

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
等
を
開
催
、利
用
し
、

不
用
品
の
再
利
用
に
努
め
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
（
使
っ
た
も
の
を

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
）

＊
資
源
ご
み
の
分
別
回
収
に
協
力

す
る
。

＊
資
源
ご
み
の
効
率
的
な
分
別
回

収
を
広
め
る
。

＊
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
積
極
的
に

利
用
す
る
。

一
番
大
事
な
の
は
、
ご
み
を
出

さ
な
い
リ
デ
ュ
ー
ス

　

３
Ｒ
は
、
環
境
負
荷
が
小
さ
い

順
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
順
）
に
優
先
順
位

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
ご
み
の
排
出
を
少
し
で

も
減
ら
し
、
使
え
る
も
の
は
繰
り

返
し
使
用
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

ど
う
し
て
も
ご
み
に
な
っ
て
し
ま

う
場
合
に
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
て
資
源
と
し
て
生
か
し
ま
し
ょ

う
。
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『食事配達支援とは』 
 食事配達支援とは、自身で食事の準備が困難なひとり暮らしの高齢者等を対象に配食業者が自宅

に栄養バランスの摂れたお弁当を届け、食生活の改善、健康の増進を図るものです。 

『サービス内容』 

○週２回（火・金）夕食をご自宅に配達します。（原則、安否確認の為手渡し） 

○利用者負担は１食につき《２００円》 

※利用期間は原則３か月です。その際に健康状態の確認を行い、 

食生活の改善、健康の増進が十分に見られた場合は利用終了となります。 

『対象者』 
 町内に住所を有し、自身で食事の調理が困難な方で、以下のいずれかに該当する方 

①６５歳以上の一人暮らし及び高齢者のみの世帯で要介護認定において『要支援』、 

『事業対象者』と認定された方 

②心身障がい者のみの世帯又は心身障がい者が属する世帯で町長が必要と認める方 

③その他町長が特に必要と認めた方 

※詳しくは担当までご相談ください。 

お問い合わせ（役場 福祉課） 

食事配達支援サービス担当 

☎0967-42-1113（内線 211） 

 
 

登
録
し
た
時
点

で
警
察
署
へ
情

報
を
提
供 

小国警察署 登録したご家族 南
小
国
町
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

南
小
国
町
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
は
、
認
知

症
等
の
症
状
に
よ
り
、
外
出
中
に
行
き
先
が
わ
か
ら
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
高
齢
者
等
の
情
報
を
事
前
に
登
録
し
、
見
守
り
と
早

期
発
見
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
事
業
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
２
５
‐
６
８
７

７
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。  

① まずは警察署 

（46-2110）へ連絡

②福祉課

へ連絡 

南小国町役場 

③登録情報

の確認 

④告知放送にて情報発信 

登録後の流れ（行方がわからなくなった場合）

⑤消防団に捜索の協力要請 
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ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
の
お
知
ら
せ

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
子
育
て
に
対
す

る
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少

等
に
よ
り
特
に
大
き
な
困
難
等

が
心
身
等
に
生
じ
て
い
る
ひ
と

り
親
世
帯
の
支
援
を
目
的
と
し

た
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
基
本
給
付
】

▪
支
給
対
象
者

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
者
。

②
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
者
で
、
平
成
30
年
の
所
得

が
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制

限
を
下
回
る
者
。

③
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直

近
の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

の
対
象
と
な
る
水
準
に
下

が
っ
た
者
。

▪
支
給
金
額

　

５
万
円
を
１
回
に
限
り
支

給
。
監
護
等
児
童
が
複
数
名
い

る
場
合
に
は
、
２
人
目
以
降
の

児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円
を
加

算
す
る
。

▪
申
請
方
法

　

①
の
方
は
申
請
不
要
。
②
、

③
の
方
は
申
請
時
点
で
居
住
す

る
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
の
申

請
が
必
要
。

▪
申
請
期
限

　

令
和
３
年
２
月
26
日

【
追
加
給
付
】

▪
支
給
対
象
者

　

①
、
②
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収

入
が
大
き
く
減
少
し
た
者
。

▪
支
給
金
額

　

５
万
円
を
１
回
に
限
り
支

給
。

▪
申
請
方
法

　

申
請
時
点
で
居
住
す
る
住
所

地
の
市
区
町
村
へ
申
請
が
必

要
。

▪
申
請
期
限

　

令
和
３
年
２
月
26
日

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
３

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
提
出

は
お
済
で
す
か
？

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
や
、
父
母
が
い
な
い
た

め
父
母
以
外
の
方
が
児
童
を
養

育
す
る
場
合
な
ど
に
、
児
童
を

養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
支
援
し
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

　

現
況
届
は
、
手
当
を
受
け
て

い
る
人
が
今
後
11
月
分
以
降
の

手
当
に
つ
い
て
引
き
続
き
受
給

資
格
が
あ
る
こ
と
を
届
け
出
る

大
切
な
届
け
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
提

出
が
な
い
と
き
は
、
今
後
の
手

当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
た

り
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

受
給
資
格
者
の
方
に
は
現
況
届

等
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
現
在
の
状
況
を

必
要
書
類
と
手
当
証
書
を
添
付

し
て
、
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
た

時
は
、
次
の
医
療
機
関
を
受
診

で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

病院名 電話番号 当番科目

8/16（日）～9/13(日）小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

8/16(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科・小児科

8/23(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科・胃腸科

8/30(日) さかなしハートクリニック ☎24-6262 内科・循環器科

9/6(日) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科

9/13(日）栗林内科医院 ☎24-1024 内科・循環器内科・消化器内科（胃腸内科）
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
学
校
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
や
家
庭
内
に
お
け
る
児
童

虐
待
等
の
事
案
が
、
依
然
と
し

て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

令
和
２
年
８
月
28
日（
金
）～
９

月
３
日（
木
）の
７
日
間

■
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
連
絡
先

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

専
用
相
談
電
話

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

■
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰

等
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題

■
そ
の
他

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で

は
、
本
強
化
週
間
以
外
に
つ
い

て
も
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
、
同
じ
専
用
相
談

電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

建
設
業
協
会
か
ら
次
亜
塩
素

酸
水
の
寄
贈

　

７
月
３
日
、
南
小
国
町
建
設

業
協
会
か
ら
次
亜
塩
素
酸
水

５
０
０
㎖
パ
ッ
ク
１
２
０
個
が

町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
会
長

の
井
上
幸
一
さ
ん
か
ら
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
の
事
で
し
た
。
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害

寄
附
金
に
つ
い
て

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
対
し

て
、
次
の
方
か
ら
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
７

月
28
日
現
在
で
申
込
書
で
の
寄

附
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
）

（
順
不
同
）

・
阿
蘇
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ　

様

・
朝
日　

敏
博　

様

・
南
小
国
中
学
校
昭
和
41
年
度

卒
同
級
会
ｉ
ｎ
鳥
羽
（
三
重

県
）
出
席
者
一
同　

様

・
児
玉　

裕
子　

様

・
飯
山　

清
志　

様

・
阿
蘇
郡
町
村
会　

様

・
江
藤　

英
一　

様

・（
有
）山
河
旅
館　

様

・
熊
本
県
町
村
会　

様

　

災
害
復
旧
等
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

河
津　

克
博　
様　

湯
田
下

（
故
）忠
男　

様　
　
　
　

穴
井　

房
子　
様　

馬
場
上

（
故
）三
男　

様　
　
　
　

（
７
月
29
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

色
々
や
る
こ
と
が

あ
っ
た
ん
ラ
ヨ
！

色
々
や
る
こ
と
が

あ
っ
た
ん
ラ
ヨ
！

家
に
居
て

出
来
る
こ
と
は

今
や
る
ラ
ヨ
ね
！

家
に
居
て

出
来
る
こ
と
は

今
や
る
ラ
ヨ
ね
！

何
も
し
な
い
で

の
ん
び
り
す
る
の
も

い
い
も
ん
ラ
ヨ
ね
ぇ
～

何
も
し
な
い
で

の
ん
び
り
す
る
の
も

い
い
も
ん
ラ
ヨ
ね
ぇ
～

い
つ
も
と
違
う

　 

夏
ラ
ヨ
ね
～

い
つ
も
と
違
う

　 

夏
ラ
ヨ
ね
～

あ
れ
、
ま
て
よ…

あ
れ
、
ま
て
よ…

 

ホ
ン
ト
に
何
も

し
な
い
で
大
丈
夫

だ
っ
た
ラ
ヨ
か
？

 

ホ
ン
ト
に
何
も

し
な
い
で
大
丈
夫

だ
っ
た
ラ
ヨ
か
？

遠
出
し
な
い

で
過
ご
す

予
定
な
ん
ラ
ヨ

遠
出
し
な
い

で
過
ご
す

予
定
な
ん
ラ
ヨ

な
つ
な
つ

ち
が
ち
が

と
お
で

と
お
で

すす

よ
て
い

よ
て
い

な
に
な
に

な
に
な
に

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

い
ろ
い
ろ

い
ろ
い
ろ

い
え
い
え

い
ま
い
ま で

　き

で

　き

いい

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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8/
8土

9 日

10 月 海の日

11 火

12 水 農業委員会農地パトロール　（～21日まで）

13 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

14 金

15 土 心配ごと・行政相談　10：00～
地域福祉センターりんどう荘

16 日
法律相談　13：30～　役場
さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘
　　　　　　　　七夕飾り作り

17 月

18 火

19 水

20 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

21 金
無料法律相談　要予約　10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　りんどう荘
さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

30 日

31 月 町県民税　第２期　納期限
国民健康保険税　第３期　納期限

9/
1火

2 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

3 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
5歳児健診　13：15～　管理センター

4 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

5 土

6 日

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

６
／
23
生　

下
城　

樹い
つ
き希

く
ん

　
（
父
）亮
輔･

（
母
）稚
菜　
　

落　

見

７
／
９
生　

佐
藤　

梛な
ぎ　

く
ん

　
（
父
）亮･

（
母
）恵
里
菜　
　

高　

花

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

６
／
20　

河
津　

忠
男（
90
）湯
田
下

７
／
５　

北
里　

梅
香（
93
）黒　

川

７
／
14　

穴
井　
三
男（
70
）馬
場
上

７
／
20　

北
里
マ
ツ
ヲ（
99
）上
町
１

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

８月・９月
令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（6月30日現在）

世帯数　1,781世帯
（＋２）

　男　　1,876人
（＋２）

　女　　2,086人
（＋４）

　計　　3,962人
（＋６）

※（　）は前月比
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7月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
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南
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南
小
国
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役
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ま
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南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

なな ののひひ

　（父）貴文さん

　（母）美咲さん

１歳のお誕生日おめでとう！
みんなに笑顔と癒しを与えて
くれてありがとう！
明るく優しい子に育ってね♡

木山　陽菜乃 ちゃん1.7.17生

上町２

ほほ のの

　（父）慎二さん

　（母）恭子さん

１歳のお誕生日おめでとう！
笑顔が可愛い帆望ちゃん、
みんなに愛される人に育って
ね

松﨑　帆望 ちゃん1.7.8生

下町２

行政情報メール配信サービスをご利用ください！
○メール配信サービスに登録することで、町からのお知らせをメールで確認することができるよう
になります。7月からは、CATV 文字放送及び町ホームページの更新情報もお知らせします。
下記のメールアドレスまたはQRコードを読み取り、空メールを送ると登録手続きが可能ですの
で、案内にしたがって登録をお願いします。

■登録専用メールアドレス：bousai@bousai.mogbb.jp　　　■登録専用ＱＲコード

※登録が上手くいかない時は、お持ちの携帯の販売会社へお問い合わせ下さい。

花きの寄贈をいただきました

　新型コロナウイルスの感染拡大防止対策による、イベントの縮
小や中止などで、生産された花きの価格が下落しています。この
度、JA 阿蘇小国郷の花き部会より、飾り花や花の購入促進の取
り組みの一環として、町にカーネーションを寄贈していただきま
した。町としても、花きの需要拡大に向け、取り組みを行ってま
いりたいと思います。

（写真中央）ＪＡ小国郷花き部会　河津健二さん
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